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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2024年（令和６年）

第870号

7
月

下記日程は休館となります。ご了承ください。

7月26日(金)終日 全書記決起集会

7月31日(水)終日 書記局会議

8月14日(水)～16日(金)夏季休館

土・日・祝日も休館

7月22日(月)10時～12時

けんせつプラザ東京（要予約）

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

▼
定
年
に
よ
り
、
今
春
に
青
年

部
を
卒
業
し
、
後
継
者
対
策
部

長
に
就
任
し
た
。
青
年
部
長
も

経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
継

者
対
策
部
は
青
年
部
の
延
長
と

思
っ
た
が
、
実
際
は
違
っ
た
。
ま

ず
在
籍
期
間
が
30
才
か
ら
50

才
と
、
青
年
部
時
代
の
倍
あ
る
。

よ
っ
て
年
齢
層
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な

る
た
め
、年
の
離
れ
た
人
と
の
会

話
も
最
初
は
苦
労
し
た
。
同
じ

建
設
業
、
仲
間
に
な
れ
ば
ま
た

違
う
の
だ
ろ
う
。
▼
後
継
者
対

策
部
主
催
の
初
め
て
の
取
り
組

み
は
、支
部
屋
上
B
B
Q
だ
っ
た
。

現
場
で
知
り
合
う
人
は
限
ら
れ

る
が
、組
合
に
は
本
当
に
い
ろ
ん

な
人
が
い
る
。同
じ
時
間
を
過
ご

し
て
仲
良
く
な
っ
て
、仕
事
の
つ

な
が
り
に
発
展
す
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
▼
自
分
が
青
年
部

長
の
時
、サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
を

定
例
化
し
て
お
こ
な
っ
た
。
サ
バ

ゲ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
青
年
部

員
も
参
加
し
て
ハ
マ
り
、仲
良
く

な
っ
た
。最
後
に
は
青
年
部
役
員

を
引
き
受
け
て
く

れ
た
。▼
青
年
部

と
も
っ
と
関
わ
り

が
持
て
る
取
り
組

み
を
提
案
し
た
い
。

そ
し
て
青
年
部
か

ら
後
継
者
対
策

部
へ
、
そ
の
架
け

橋
と
な
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
後
継

者
対
策
部
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html

魅力ある後継者対策部をつくりたい

（児玉 一史・常任執行委員）

　2023年11月以降取り組んできた「持続可能な建設業の実現に
向けた100万人国会請願署名」。6月21日に参議院厚生労働委員
会および本会議で全会一致で採択されました。賛同署名の取り組
みにご協力いただいた、仲間のみなさんに深く感謝いたします。
　2003年の「建設国保組合の育成に関する請願」以来、21年ぶ
りの国会請願採択です。この100万人請願署名の歴史的成果を力
に、現場従事者の大幅な賃金・単価引き上げ、処遇改善、担い手
確保・育成に向けて、さらなる取り組みをすすめます。

1建設労働者の雇用改善、能力開発の推進および向上を図る
とともに、高い水準の賃上げに向けた環境整備に務めること
2建築大工をはじめとした若年者等の入職・定着を促進し、
建設業の担い手確保・育成を推進すること
3建設キャリアアップシステム（CCUS）の普及促進

参議院で採択された「請願」

100万人国会請願署名

全会一致で採択

６
分
会
が
住
宅
デ
ー
を
開
催

地域の奉仕活動を通して東京土建をアピール
　

今
年
で
47
回
目
を
迎
え
る
住
宅
デ
ー
は
、
６
月
に
６
分
会
が
開
催
し
ま
し
た
（
７
月
に
２
分

会
が
開
催
予
定
）。
住
宅
デ
ー
は
、
包
丁
研
ぎ
や
、
ま
な
板
削
り
、
住
ま
い
の
相
談
な
ど
の
奉
仕

活
動
を
通
し
て
、
仕
事
受
注
・
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。

富士見分会は「蛍まつり」と

タイアップ、久我山南商店街

の一角で開催。タイル工作は

好評で長蛇の列が。夜はヨー

ヨー釣りに子どもたちが並び

ました。

6
９ 富士見分会

高和分会は高円寺中央公園に

て同公園で３年目となる住宅

デーを開催。包丁研ぎや住宅

相談のほか自由工作（無料）

をおこない、大勢の家族連れ

でにぎわいました。

井荻分会は八成区民集会所に

て開催。下井草駅前で宣伝行

動をおこない集客に務めまし

た。「毎年の包丁研ぎ、助か

ります」とリピーターのお客

さんも来場しました。

6
９

6
９

高和分会

井荻分会

　中央分会は松ノ木松ぼっくり公

園にて開催。包丁研ぎやまな板削

り、せいきょう診療所による血圧測

定など「健康コーナー」のブースも

設置し好評でした。

西荻分会は「神明通り朝市」とのタイアップ

で西荻南児童公園にて開催。スーパーボール

すくいや丸太切り体験のほか、参加組合員

の作るバルーンアートも大人気でした。

浜福分会は、コミュニティふらっと成田

「地域交流バザー」との共催で開催。包

丁研ぎ、スマホスピーカー工作、パンチ

ボール販売、射的をおこないました。待

望のタイアップ開催になり、多くのお客

さんの来場がありました。

6
９

6
16

6
30

中央分会

西荻分会

浜福分会

住まいの相談に親身に応える（高和分会）
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地
震
に
つ
い
て

知
ろ
う

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

吉
田
康
典
防
災
士

　

み
な
さ
ん
に
も
届
く
緊
急
地
震

速
報
、
突
然
の
警
報
に
び
っ
く
り

し
ま
す
が
、
そ
の
仕
組
み
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
？　

　

地
震
発
生
時
、
揺
れ
は
地
震
波

と
な
っ
て
地
中
を
伝
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
地
震
波
は
主
に
２
種
類
あ

り
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
（
秒
速
約
７

㎞ 
）
で
伝
わ
る
「
Ｐ
波
」
と
少
し

遅
い
ス
ピ
ー
ド
（
秒
速
約
４
㎞ 
）

だ
が
揺
れ
は
強
い
「
Ｓ
波
」
が
あ

り
ま
す
。

　

震
源
付
近
で
Ｐ
波
を
検
知
し

た
地
震
計
か
ら
の
デ
ー
タ
を
解
析
、

震
源
や
地
震
の
規
模
、
予
測
さ

れ
る
揺
れ
の
強
さ
を
計
算
し
「
Ｓ

波
」
が
到
達
す
る
ま
で
の
僅
か
な

時
間
に
警
報
と
予
報
を
発
表
し
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
処
理
は
全
て
自
動
で

瞬
時
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
解

析
や
伝
達
に
一
定
の
時
間
が
か
か

る
た
め
、
内
陸
の
浅
い
場
所
で
地

震
が
発
生
し
た
場
合
や
、
震
源
に

近
い
場
所
へ
の
緊
急
地
震
速
報
が

揺
れ
の
到
達
に
原
理
的
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
時
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
と
震
度
の
関
係
で
す
が
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
、
地
震
そ
の

も
の
の
大
き
さ
（
規
模
）
を
表
し
、

「
震
度
」
は
地
震
が
起
き
た
時
、

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
場
所
で

の
揺
れ
の
強
さ
を
表
し
ま
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
震
度
の
関

係
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
小
さ

い
地
震
で
も
震
源
か
ら
の
距
離

が
近
い
と
地
面
は
大
き
く
揺
れ
、

「
震
度
」
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
大

き
い
地
震
で
も
震
源
か
ら
の
距
離

が
遠
い
と
地
面
は
あ
ま
り
揺
れ
ず

「
震
度
」
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
、
１
増
え

る
と
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
32

倍
に
な
り
ま
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
の
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
の
地
震
の
32
倍
で
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
6
に
対
し
て
は

１
０
０
０
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
巨
大
地
震
だ

と
わ
か
り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
、
普
段
何
気

な
く
体
験
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

改
め
て
人
間
の
叡
智
に
驚
か
さ
れ

ま
す
ね
。

7.26 国民平和大行進

第26回すぎなみ平和のつどい

平和を態度に示そう

平和の尊さと自分に
できることを考えよう

　７月26日におこなわれる「平和行進」は、暑さ対
策として、午前10時に杉並区役所に集合して小集会
をおこない、10時30分より中野区杉山公園まで行
進します。一歩でも一緒に歩いて、平和への願いを
態度に示しましょう。

　７月26日19時からは「杉並平和のつどい」が東京
土建杉並支部会館にて開催されます。今年は川野忠
明さん（日本平和委員会常任理事）より講演、8月4
日～6日にかけておこなわれる「原水爆禁止世界大
会（広島）」に参加する杉並原水協代表団の壮行会
もおこなわれます。二度と繰り返してはならない戦
争。平和の尊さと、今自分にできることを考えてみ
ませんか？

昨年の国民平和行進の様子

昨年～主婦の会より折り鶴が代表参加者に託される

杉
並
原
水
協
復
活
総
会
講
演
録

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
杉
並
の
運
動
か
ら

　

５
月
26
日
に
杉
並
原
水
協
復
活
総
会
が
開
か
れ
、

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
の
高
草
木
博
代
表
理
事

よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
は
広
島
・
長
崎
の

被
爆
か
ら
80
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
今
世
界
は
、

核
兵
器
を
め
ぐ
っ
て
、
核
兵
器
を
「
安
全
の
保
障
」

「
侵
略
の
抑
止
力
」
と
強
弁
す
る
核
大
国
と
、
核
禁

止
条
約
を
生
み
出
し
た
核
廃
絶
の
流
れ
が
大
き
く
せ

め
ぎ
あ
う
情
勢
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
そ
の

講
演
録
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務

総
長
は
、
先
の
安
保
理
事

会
で
も
ひ
と
つ
の
行
き
違

い
や
誤
報
が
大
惨
事
に
つ

な
が
る
危
険
を
警
告
し
た
。

　

か
つ
て
原
爆
の
開
発

に
携
わ
っ
た
科
学
者
た
ち

が
刊
行
し
た
「
原
子
科
学

者
会
報
」
の
表
紙
を
飾
る

「
終
末
時
計
」の
針
は
、昨

年
に
続
い
て
今
年
も
残
り

90
秒
に
留
め
置
か
れ
た
。

地
球
の
破
滅
を
意
味
す
る

深
夜
０
時
に
も
っ
と
も
近

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
核

大
国
ロ
シ
ア
の
侵
略
が
続

き
、
核
に
よ
る
威
嚇
が
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ザ

で
は
、
数
百
十
万
の
パ
レ

ス
チ
ナ
住
民
が
避
難
す
る

ラ
フ
ァ
へ
の
イ
ス
ラ
エ
ル

の
攻
撃
が
強
行
さ
れ
、
東

ア
ジ
ア
で
は
台
湾
の
リ
ー

ダ
ー
の
発
言
に
対
し
「
懲

罰
」
と
称
し
て
武
力
攻
撃

を
想
定
し
た
、
中
国
の
大

規
模
な
演
習
が
開
始
さ
れ

た
。
だ
が
、同
時
に
こ
れ
ら

の
危
険
で
無
法
な
行
動
は
、

大
国
や
日
本
の
よ
う
な
従

属
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の

「
核
兵
器
は
防
衛
に
役
割

を
果
た
す
」「
他
に
変
え
ら

れ
な
い
安
全
の
保
障
」「
侵

略
を
抑
止
す
る
」と
い
っ
た

言
葉
や
行
動
の
ご
ま
か
し

を
世
界
の
人
々
に
対
し
て

日
々
、明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

世
界
の
国
々
は
、
大
国

の
拒
否
権
に
負
け
ず
、
国

連
総
会
を
舞
台
に
し
て
ロ

シ
ア
の
行
動
を
「
憲
章
」

違
反
の
侵
略
と
し
て
撤
退

を
求
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

行
動
を
憲
章
と
国
際
人
道

法
に
反
す
る
行
動
と
し
て
、

即
時
停
戦
と
撤
退
を
求
め

た
。
主
力
に
な
っ
た
国
々

は
、２
０
１
７
年
7
月
、
核

兵
器
に
対
し
て
使
用
・
威

嚇
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
か

ら
実
験
、
保
有
、
他
国
か

ら
の
受
け
入
れ
ま
で
す

べ
て
を
禁
止
す
る
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
を
採
択
し
、

２
０
２
１
年
1
月
に
発
行

さ
せ
た
。　

　

条
約
は
す
で
に
70
カ
国

が
批
准
し
、
93
カ
国
が
署

名
、さ
ら
に
１
２
０
の
国
々

が
東
南
ア
ジ
ア
、
中
央
ア

ジ
ア
、南
太
平
洋
、中
南
米
、

ア
フ
リ
カ
に
非
核
兵
器

地
帯
を
作
り
、
中
東
で
も

イ
ス
ラ
エ
ル
を
除
く
22
の

国
々
が
非
核
・
非
大
量
破

壊
兵
器
地
帯
創
設
の
協
議

を
す
す
め
て
い
る
。そ
の
力

が
、核
兵
器
廃
絶
に
も
、不

当
な
戦
争
を
包
囲
す
る
上

で
も
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　

問
題
は
、こ
の
力
関
係

を
さ
ら
に
大
き
く
変
え
る

こ
と
だ
。そ
の
た
め
に
原
水

協
は
、い
ま
、二
つ
の
大
き

な
行
動
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
だ
。ひ
と
つ
は
、被

爆
の
実
相
を
さ
ら
に
大
き

く
世
界
に
広
め
る
こ
と
、核

兵
器
の
非
人
道
性
を
告
発

し
、「
核
抑
止
力
」
論
の
誤

謬
を
打
ち
破
っ
て
い
く
こ

と
、そ
し
て
、核
兵
器
の
完

全
な
禁
止
へ
と
、さ
ら
に
世

界
を
変
え
て
い
く
こ
と
だ
。

　

も
う
一
つ
は
、日
本
を
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
さ

せ
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、

戦
争
放
棄
・
紛
争
の
平
和

解
決
を
憲
法
の
原
則
と
す

る
国
と
し
て
、
中
国
や
北

朝
鮮
、
そ
し
て
世
界
に
も

堂
々
と
核
兵
器
の
廃
絶
を

提
起
し
、
非
核
平
和
の
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
れ
る
国

に
す
る
こ
と
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、原
爆
投
下

直
後
か
ら
「
原
爆
投
下
は

終
戦
を
早
め
た
」「
何
十
万

の
若
者
の
命
を
救
っ
た
」
と

原
爆
を
美
化
し
て
き
た
。し

か
し
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
間

で
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。映
画「
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
」
の
中
で
は
、ア
メ
リ

カ
の
原
爆
観
が
変
化
し
、原

爆
投
下
が「
正
し
く
な
か
っ

た
」
が「
正
し
か
っ
た
」と
い

う
回
答
を
上
回
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築

の
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ
の

核
戦
略
へ
の
依
存
と
戦
争

準
備
の
大
軍
拡
路
線
か
ら

対
話
に
よ
る
平
和
と
安
全

へ
の
転
換
だ
。
そ
の
た
め

に
我
々
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
参
加
の
国
民
的
合
意

を
広
げ
、
日
本
国
憲
法
が

定
め
る
非
核
・
平
和
へ
の

道
を
す
ぐ
に
で
も
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
文
責
・
双
木
）

　６月18日に浜福分会では杉並第二小学校
において授業支援に取り組みました（8人参
加）。杉二小での授業支援は、今年で25年目
を数えます。
　今回は「小刀を使った鉛筆削り」を３年生５クラスに指導しま
した。「小刀を決して友だちに向けてはいけません」と大淵分会
長から説明を受けた子どもたちは早速チャレンジ。「初めはでき
ないと思ったけど教えてもらいできるようになった」「色んな職
人さんに教えてもらった」といった感想が聞かれました。

浜福分会 杉二小授業支援

できないと思った、できるようになったできないと思った、できるようになった

初参加の亀島周さん

高草木 博 代表理事
（原水禁日本協議会）

終
末
時
計
は

今
年
も
残
り
90
秒

被
爆
の
実
相
を

広
め
日
本
は

禁
止
条
約
参
加
を

vol.1

今
回
の
「
災
害
と
防
災
」
は
、
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
、

吉
田
康
典
副
委
員
長
よ
り
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日時

日時

場所

場所

７月26日（金）10時～

７月26日（金）19時～

杉並区役所

杉並区支部会館３F
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７
月
当
初
人
員
３
、０
７
７
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

南　

英
士

塗
装

井

荻

木
田　

洋

古
橋　

賢
二

造
園

井

荻

益
田　

陽
介

椎
名　

浩
斗

設
計

富
士
見

筒
井　

潤

野
﨑　

空
悟

塗
装

阿
佐
谷

島
袋　

修
一

細
井　

顯

給
排
水

泉

南

直
接
加
入

佐
藤　

和
幸

土
木
・
舗
装

泉

南

隈
井　

敏
郎

生
鷹　

博
士

給
排
水

企

業

吉
田　

香
太
郎

■ 現場管理 ■
㈱弥彦工務店
代表　児玉　達朗
杉並区和田3-50-3

パワーサイドテラスコダマ
℡090-2658-4844

■ 外構造園作業スタッフ ■
グリーンスペース計画㈱
代表　益田　陽介

杉並区下井草3-20-11-105
メゾンヴェルトⅢ
℡080-1074-4655

■ 電気工事士 ■
【社員】

㈲リケンエナジー
代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-Ⅲ290-0122

■ 配管工 ■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■ 防水 ■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■ 造園工 ■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■ 測量士・測量士補 ■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　美江子
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■ 塗装・防水・電気・営業 ■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7横尾ビル１F

℡03-3311-2196

■ 塩ビシート専門 ■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ ガラス工 ■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡03-3331-2281

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

組合員交流会＆拡大出陣式

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
体
調
管

理
に
注
意
し
て
、
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
組
合
で
は
、
秋
の
拡
大
月

間
に
向
け
た
「
組
合
員
交
流
会
＆

拡
大
出
陣
式
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
初
め
て
利
用
す
る
神
宮

外
苑
の「
森
の
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」で

す
。

　

食
べ
て
、飲
ん
で
、仲
間
同
士
、

多
い
に
交
流
し
ま
し
ょ
う
。
参
加

希
望
の
場
合
は
、
各
群
に
配
布
さ

れ
て
い
る
申
込
書
か
、
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

食べて飲んで食べて飲んで
仲間と交流しよう仲間と交流しよう

日　時
対　象
参加費
会　場
締　切

８月25日（日）12時開会（少雨決行）
組合員とその子ども
小学生以上1,000円（食べ飲み放題）
森のビアガーデン（新宿区霞ヶ丘14-13）神宮外苑
８月16日（金）最終締切

※締切後のキャンセルは１人あたり1,000円を徴収させていただきます

参加
申し込みは
こちら

概　

要

事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
で

学
習
し
よ
う

自
社
の
働
き
方
あ
っ
て
る
？

　

建
設
業
に
お
い
て
の「
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
」
が
、２
０
２
４

年
4
月
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

自
社
の
働
き
方
を
見
つ
め
な
お

し
、
事
業
主
と
従
業
員
と
で
し
っ

か
り
と
話
し
合
い
、労
働
時
間
に

つ
い
て
の
取
り
決
め
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
で
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
、
習
慣
的
な
働
き
方
を
見
直

し
、
労
働
者
の
労
働
時
間
管
理
・

有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
を
事
業

所
の
中
で
整
備
す
る
に
は
一
定
の

時
間
を
要
し
ま
す
。
何
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
学
習
し
な
が

ら
、
自
社
で
は
何
が
求
め
ら
れ
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
な
の

か
、事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
で
学
習
し

ま
し
ょ
う
。

変
形
時
間
労
働
制
と
は

　

変
形
時
間
労
働
制
と
は
、
労

働
時
間
を
月
単
位
・
年
単
位
で

計
算
す
る
こ
と
で
、繁
忙
期
等
に

よ
り
勤
務
時
間
が
増
加
し
て
も
、

時
間
外
労
働
と
し
て
の
取
り
扱

い
を
不
要
と
す
る
労
働
時
間
制

度
で
す
。

　

通
常
、
1
日
8
時
間
・
週
40

時
間
を
超
え
れ
ば
時
間
外
労
働

と
な
り
ま
す
が
、
月
単
位
の
変

形
労
働
時
間
制
で
は
、
1
か
月

ト
ー
タ
ル
で
労
働
時
間
の
調
整

が
で
き
て
い
れ
ば
、時
間
外
労
働

に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

働き方改革対応セミナー（2024年度前期 連続講座）

[日　時]　①７月30日（火）　②８月28日（水）
　　　　  いずれも時間は19時～20時30分
[内　容]　① 何回聞いてもよくわからない変形時間労働制
　　　　 ② 労働時間だけじゃない働き方改革
[会　場]　けんせつプラザ東京（本部会館）とWEB（ZOOM）
[講　師]　荒　祐子　特定社会保険労務士
[費　用]　無料（事前に支部にお申込みください）
[対　象]　事業主・総務担当者
[申　込]　杉並支部　担当・藤澤まで

８月２日（金）
展示時間13時～18時

〇特別展示（全期間）
武田美通（よしとう）作・鉄の造形「戦
死者たちからのメッセージ」から《帰
還兵が問う》
８月３日（土）

展示時間10時～18時
〇絵本読み聞かせ：11時～
〇スライド上映「原水禁署名運動の始ま
り」：11時～
〇ピースイベント「証言」～原水爆署名
運動70周年記念企画～：14時～16時
８月４日（日）

展示時間10時～16時
〇絵本読み聞かせ：11時～
〇ビデオ上映「ひろしま」：11時～
〇合唱：13時30分～
〇講演：14時～16時
　「東アジアで戦争はしない！市民が主
役の世界を！」講師：羽場　久美子さ
ん（青山学院大学名誉教授）

　毎年おこなわれている「すぎなみピースフォー
ラム」のご紹介です。戦争は始まったら終わりませ
ん。戦争をしないための平和外交が求められていま
す。産業商工会館に足を運んでみませんか？

　教職員のOBの方々の協力のもと、夏休みに組合員
のお子さんをお預かりし、宿題や自由研究をサポー
トする、夏休みの「宿題お助け塾」を今年も開校しま
す。自由研究として、工作教室もおこないます。これで
バッチリです。申し込みは支部・村松まで。

　今年２月に開催して好評だった「厚生文化部主催ヨガ教室」を開催
します。７月７日には「昼のストレッチヨガ」を開催し、今回は「夜のリ
ラックスヨガ」です。講師は荻窪にある「ヨガBeyond荻窪教室」より
お越しいただきます。
　丁寧に呼吸法を確認して、ゆったり身体を動かし、ほぐしていくこ
とで、心身をリセット。また、肩こりや腰のこりをほぐすため、リラッ
クスできます。

[日　時]　７月25日（木）19時～
[場　所]　杉並支部会館３階
[申　込]　分会配布済の申込書または支部・中島まで

厚
生
文
化
部
ヨ
ガ
教
室
開
催

夜はヨガでリラックス

7月22日（月）～26日（金）
9時30分～12時30分
東京土建杉並支部会館3階

宿題・筆記用具・飲み物

日　時

会　場

持ち物

2024すぎなみピースフォーラム

核・戦争はNO！
地球の生命を守る平和を

宿
題
お
助
け
塾
開
校 自由研究自由研究の宿題宿題もバッチリバッチリ

夏休み

自由研究の宿題もバッチリ

8.25 神宮外苑「森のビアガーデン」

みんな
集まれ！
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第 367 回

吊
橋
」
に
到
着
。
地
上
高

１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
橋
上

に
は
ア
ク
リ
ル
の
透
過
板

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
上

か
ら
見
下
ろ
す
竜
神
ダ
ム

の
湖
面
は
、
落
ち
な
い
と

分
か
っ
て
い
て
も
足
が
す

く
む
程
の
絶
景
で
し
た
。

　

昼
食
の
後
、
日
本
三
名

瀑
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

る
「
袋
田
の
滝
」
を
見
学
。

展
望
台
か
ら
滝
を
間
近
に

望
み
、
そ
の
迫
力
と
景
色

を
体
感
し
ま
し
た
。

た
技
術
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
と
思
い

と
ど
ま
り
、
材
料
屋
さ
ん
に
仕
事
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
て
あ
ち
こ
ち
応
援
に
い

く
う
ち
に
顔
を
覚
え
て
も
ら
っ
て
、仕
事

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
女
房
と
、
今
で
は
仕
事

を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
る
次
女
に
は
感

謝
し
て
い
ま
す
。　

組
合
で
は
当
時
、

エ
ー
ス
預
金
を
積
み

立
て
る
と
積
立
金
の

10
倍
の
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

25
年
ロ
ー
ン
で
住
宅
を

建
て
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
住
宅
ロ
ー
ン

を
数
か
月
滞
納
し
て

し
ま
い
、書
記
の
信
太

さ
ん
に
怒
ら
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）
。

ま
た
確
定
申
告
の
相

談
で
は
、
宮
崎
さ
ん
に

大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
組
合
員
歴
も

い
つ
の
間
に
か
50
年
を
数
え
、
永
年
組

合
員
表
彰
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

20
代
の
頃
、野
辺
さ
ん
に
誘
わ
れ
て

組
合
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
、生
ま

れ
て
初
め
て
イ
ー
グ
ル
を
出
し
た
こ
と

は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
副
業

で
は
じ
め
た
焼
鳥
屋
に
組
合
の
仲
間
も

顔
を
出
し
て
く
れ
、そ
の
中
に
は
昔
雇

用
し
た
こ
と
が
あ
る
當
摩
君
や
佐
藤
君

も
い
ま
す
。佐
藤
君
に
誘
わ
れ
て
、最
近

ま
た
組
合
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
始
め
ま
し

た
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
は
や
っ
ぱ
り

宝
で
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
杉
並
区
成
田
東
に
生
ま
れ
ま
し

た
。母
子
家
庭
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、小

学
校
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
近

所
に
あ
っ
た
板
金
屋
の
安
藤
さ
ん
の
所

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
多
少
な
り
と
も
仕
事
を
覚
え
て

く
る
と
面
白
く
な
り
、15
才
の
時
（
株
）

安
藤
板
金
の
見
習
い
と
し
て
働
き
は
じ

め
ま
し
た
。
組
合
に
加

入
し
た
の
も
こ
の
頃
で
、

安
藤
親
方
が
入
れ
て
く

れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
働
き
は
じ
め

て
わ
ず
か
1
年
あ
ま
り

で
安
藤
板
金
が
廃
業
し

て
し
ま
い
、会
社
の
す
べ

て
を
引
き
継
い
だ
1
番

弟
子
の
石
原
板
金
で
お

世
話
に
な
る
も
、
1
年

で
会
社
を
畳
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
ん
な
自

分
を
み
か
ね
た
有
本
さ

ん
が
、う
ち
で
働
か
な
い

か
と
声
を
掛
け
て
く
れ

有
本
板
金
で
お
世
話
に
な
り
、そ
の
後
、

23
才
の
時
に
矢
澤
板
金
と
し
て
独
立
し

ま
し
た
。

　

独
立
は
し
た
も
の
の
、
仕
事
は
あ
ま

り
な
く
、
職
替
え
し
よ
う
と
思
っ
た
時

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
ま
で
覚
え

気 心 の 知 れ た

仲 間 は 宝

矢
やざ わ

澤 国
くにとし

利さん　中央・板金

６
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

55
件

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が

病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

矢
口　

峻
吾
（
高　

和
）

【
出
産
】

澤
田　

健
太
（
井　

荻
）

橋
本　

憲
一
（
浜　

福
）

【
新
入
学
】

21
件

【
資
格
取
得
】

13
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

小
町　

末
廣
（
井　

荻
）

水
尾　

芳
子
（
富
士
見
）

中
野
久
美
子
（
富
士
見
）

大
竹　
　

功
（
富
士
見
）

大
竹　

広
明
（
富
士
見
）

大
野　

興
次
（
阿
佐
谷
）

庄
司　

和
子
（
中　

央
）

内
田
め
ぐ
み
（
中　

央
）

中
村　

隆
幸
（
浜　

福
）

瀬
川　
　

均
（
浜　

福
）

遠
藤　

義
男
（
高　

和
）

高
野　

治
良
（
泉　

南
）

瀬
野　

一
浩
（
泉　

南
）

　
　

ほ
か
2
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
家
族
死
亡
】

3
件

2022年11月事業所交流会 ゴルフ
コンペ 後列右端が矢澤さん
手前が野辺さん

　

６
月
26
日
（
水
）
・
27

日
（
木
）
に
シ
ニ
ア
の
会

一
泊
バ
ス
旅
行
を
開
催
し

ま
し
た
。
支
部
を
バ
ス
で

出
発
し
、
常
磐
道
を
経
由

し
て
茨
城
県
の
「
竜
神
大

　

そ
の
後
、
福
島
県
母
畑

温
泉
「
八
幡
屋
」
に
到
着
。

プ
ロ
が
選
ぶ
「
日
本
の
ホ

テ
ル
百
選
」
の
総
合
第
1

位
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ

る
ホ
テ
ル
で
、
サ
ー
ビ
ス
・

施
設
と
も
素
晴
ら
し
く
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
露
天
風

呂
や
サ
ウ
ナ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
た
。
夕
食
の

宴
会
で
は
毎
月
の
シ
ニ
ア

さ
ろ
ん
で
鍛
え
た
歌
声
を

み
ん
な
で
披
露
し
て
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
東
日
本
大
震
災

で
の
津
波
被
災
地
に
立
地

し
て
い
る
「
い
わ
き
震
災

伝
承
み
ら
い
館
」
を
見
学
。

語
り
部
さ
ん
か
ら
「
誰
も

津
波
が
堤
防
を
越
え
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
の

話
を
伺
い
、
日
頃
の
災
害

へ
の
備
え
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。　

そ
の
後
、
カ
ニ
ピ
ラ
フ
で

有
名
な
「
メ
ヒ
コ
」
で
昼

食
を
は
さ
み
「
い
わ
き
・

ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」
で
海
産

物
な
ど
た
く
さ
ん
お
土
産

を
買
い
こ
み
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
の
会
で
は
旅
行

の
ほ
か
に
毎
月
の
シ
ニ
ア

さ
ろ
ん
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

6.26～27
杉並シニアの会 
一泊バス旅行

湯につかり、食べて飲んで湯につかり、食べて飲んで
歌って交流歌って交流

７月17日（水）

　12時30分～輪投げ

　13時30分～映画鑑賞

８月７日（水）

　12時30分～輪投げ

　13時30分～カラオケ

杉並シニアさろん

　東京土建では熱中症対策としてクールファン
（空調服）のあっせんを組合員特別価格でおこ
なっています。その他の商品（夏用ヘルメット・
熱中症対策商品）も特別価格にて購入可能。上
記QRコードより閲覧・ご購入を。

クールファン（空調服）
あっせん

お客様ID：cc009737
パスワード：cc009737

熱中症対策は万全に

）

湯につかり、食べて飲んで
歌って交流

日　

時
場
所
杉並支部

３階


